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ニ
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と
ナ
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オ
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（
玉
井
）

（
九
九
七
）

リ
ー
ニ
ュ
公
と
ナ
ポ
レ
オ
ン

玉　
　

井　
　

通　
　

和

は
じ
め
に

リ
ー
ニ
ュ
公
（
シ
ャ
ル
ル
＝
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ド
・
リ
ー
ニ
ュ
）
は
、
一
八
一
四
年
の
ウ
イ
ー
ン
会
議
を
「
会
議
は
踊
る
、
さ
れ
ど
進
ま
ず
（
1
）

」
と

評
し
た
と
さ
れ
る
、
南
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
（
現
ベ
ル
ギ
ー
）
出
身
の
大
貴
族
、
軍
人
、
作
家
で
あ
る
。

現
ベ
ル
ギ
ー
、
モ
ン
ス
市
に
近
い
ベ
ロ
イ
ユ
城
を
居
城
と
し
、
一
一
世
紀
に
は
す
で
に
そ
の
名
を
知
ら
れ
て
い
た
大
貴
族
の
家
に
生
ま

れ
た
、
こ
の
《
バ
ラ
色
の
プ
リ
ン
ス
（
2
）

》
は
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
や
ウ
ィ
ー
ン
や
サ
ン
ク
ト
│

ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
宮
廷
に
姿
を
あ
ら
わ
し
、
マ

リ
ー
＝
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
や
ヨ
ー
ゼ
フ
二
世
や
エ
カ
テ
リ
ー
ナ
二
世
と
ふ
れ
あ
い
、
様
々
な
形
で
当
時
の
文
学
者
や
作
家
、
す
な
わ
ち

ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
、
Ｊ
．│
Ｊ
．
ル
ソ
ー
、
カ
ザ
ノ
ヴ
ァ
、
ボ
ー
マ
ル
シ
ェ
、
ゲ
ー
テ
、
ス
タ
ー
ル
夫
人
と
交
渉
を
持
っ
た
。
そ
し
て
、
何
よ

り
そ
の
端
正
な
風
貌
と
優
雅
な
振
る
舞
い
、
と
り
わ
け
洗
練
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
語
に
よ
っ
て
、
古
き
良
き
時
代
の
《
フ
ラ
ン
ス
的
な
調
子

四
八
一



政
経
研
究　

第
五
十
巻
第
三
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）

（
九
九
八
）

と
性
格
》
（
エ
イ
ナ
ー
ル
評
）
を
誰
よ
り
も
見
事
に
表
現
し
た
、
フ
ラ
ン
ス
人
以
上
に
フ
ラ
ン
ス
人
ら
し
い
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
特
に
こ
の
二
〇
年
、
こ
の
プ
リ
ン
ス
が
書
き
残
し
た
（
再
発
見
さ
れ
た
も
の
も
含
む
）
膨
大
な
手
記
・
回
想
録
の
整
理
が
よ
り
進

む
に
つ
れ
、
彼
が
た
ん
に
旧
ア
ン
シ
ャ
ン
レ
ジ
ー
ム

体
制
と
い
う
《
生ド

ゥ
ス
ー
ル
・
ド
・
ヴ
ィ
ー
ヴ
ル

き
る
喜
び
》
あ
ふ
れ
る
時
代
を
、
気ボ

ン

・

モ

の
き
い
た
言
葉
を
振
り
ま
い
て
生
き
抜
い
た

時
代
の
寵
児
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
自
己
と
他
者
を
冷
静
に
見
つ
め
、
エ
ス
プ
リ
あ
ふ
れ
る
的
確
な
表
現
で
真
摯
に
記
録
し
た
、
一
つ
の

時
代
の
貴
重
な
証
言
者
、
普
遍
的
な
人
間
の
真
実
に
迫
っ
た
作
家
の
側
面
が
次
第
に
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
き
て
い
る
。

こ
こ
で
は
ま
さ
に
こ
う
い
っ
た
二
一
世
紀
初
め
の
現
在
の
文
コ
ン
テ
ク
ス
ト

脈
の
中
で
、
《
五
つ
か
六
つ
の
祖
国
》
を
持
つ
、
先
駆
的
コ
ス
モ
ポ
リ

タ
ン
＝
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
、
リ
ー
ニ
ュ
公
が
見
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
を
、
特
に
彼
の
《
頭
の
忠
実
な
書
記
（
3
）

》
で
あ
る
ペ
ン
で
書
き

残
し
た
も
の
を
通
し
て
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
追
っ
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

注（
1
） 

リ
ー
ニ
ュ
公
の
遠
縁
の
人
物
が
そ
の
回
想
録
で
四
〇
年
後
に
伝
え
た
こ
の
有
名
な
言
葉
は
、
た
だ
会
議
に
進
捗
が
な
い
の
を
「
嘆
い
た
」
も
の

と
一
般
に
は
受
け
取
ら
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
、
原
文
に
あ
た
る
だ
け
で
も
そ
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
異
な
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
か
ら
王
侯
貴
族
や
有
力

政
治
家
が
ウ
ィ
ー
ン
に
集
ま
っ
て
い
る
、
た
し
か
に
《
会
議
は
歩
ん
で
い
な
い
、
踊
っ
て
い
る
》
、
し
か
し
歴
史
上
《
初
め
て
楽
し
み
の
中
で
平
和

が
も
た
ら
さ
れ
る
》
、
《
政
治
と
い
う
布
に
宴
会
が
一
杯
刺
繍
さ
れ
て
い
る
》
と
い
う
一
連
の
言
葉
か
ら
は
、
《
こ
の
世
紀
で
一
番
陽
気
な
人
物
》

﹇
ゲ
ー
テ
の
詩
、『
こ
の
世
紀
で
一
番
陽
気
な
人
物
へ
の
レ
ク
イ
エ
ム
』（
一
七
一
五
）
よ
り
﹈
の
面
目
躍
如
た
る
面
、
こ
の
会
議
を
む
し
ろ
肯
定
的

に
評
価
し
て
い
る
面
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。（
拙
著
『「
リ
ー
ニ
ュ
公
と
そ
の
世
界
」
序
説
（
1
）』、
桜
文
論
叢
第
八
一
巻
、2011, p.26.

参
照
）

（
2
） 

「
バ
ラ
色
」
は
元
々
、（
シ
ャ
ル
ル
マ
ー
ニ
ュ
の
血
を
引
く
と
さ
れ
る
）
古
い
リ
ー
ニ
ュ
家
代
々
に
用
い
ら
れ
た
色
で
あ
っ
て
、
決
し
て
リ
ー

ニ
ュ
公
個
人
の
色
で
は
な
い
、
と
彼
自
身
が
『
回
想
録
』
の
中
で
指
摘
し
て
い
る
。

四
八
二



リ
ー
ニ
ュ
公
と
ナ
ポ
レ
オ
ン
（
玉
井
）

（
九
九
九
）

（
3
） P

rince C
harles-Joseph de L

igne, F
ragm

en
ts d

e l’h
istoire d

e m
a vie, tom

e I, H
.C
ham
pion, 2000, p.108.

1
．

一
八
〇
三
年
七
月
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
が
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
第
一
執
政
官
と
し
て
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
入
市
の
折
、
リ
ー
ニ
ュ
公

の
次
男
ル
イ
（
1
）

が
こ
れ
を
先
導
す
る
名
誉
を
得
た
。
し
か
し
リ
ー
ニ
ュ
公
は
、
《
リ
ー
ニ
ュ
一
族
が
フ
ラ
ン
ス
執
政
官
衛
兵
》
と
し
て
行
動

し
て
い
る
こ
と
に
《
憤
慨
（
2
）

》
す
る
。

だ
が
当
時
二
三
才
の
息
子
ル
イ
に
し
て
み
れ
ば
、
こ
れ
は
当
然
の
成
り
行
き
だ
っ
た
。
父
親
に
よ
っ
て
一
〇
才
の
時
王
妃
マ
リ
ー
＝
ア

ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
の
名
を
冠
し
た
竜
騎
兵
部
隊
に
登
録
さ
れ
て
以
来
、
パ
リ
で
教
育
を
受
け
て
き
た
彼
は
、
革
命
戦
争
の
混
乱
の
中
、
最
終

的
に
後
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
軍
の
勇
将
ネ
イ
元
帥
に
拾
わ
れ
て
曹
長
に
さ
れ
、
生
と
死
の
危
機
を
幾
度
も
乗
り
越
え
て
こ
こ
に
至
っ
て
い
た
。

軍
人
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
軍
事
的
才
能
に
対
す
る
信
頼
も
あ
っ
て
士
気
高
い
若
手
将
校
の
一
人
で
あ
り
、
こ
の
三
ヵ
月
前
か
ら
オ
ー
ス
ト
リ
ア

国
籍
を
離
れ
、
フ
ラ
ン
ス
国
籍
を
得
た
ば
か
り
の
「
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
市
民
」
で
も
あ
っ
た
（
3
）

。
そ
し
て
、
母
親
の
リ
ー
ニ
ュ
公
妃
が
ひ
と

り
留
守
を
守
る
ベ
ロ
イ
ユ
城
他
エ
ノ
ー
地
方
の
、
フ
ラ
ン
ス
に
接
収
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
リ
ー
ニ
ュ
家
の
資
産
を
取
り
戻
す
に
は
一
族
の
中

で
誰
よ
り
良
い
位
置
に
い
た
の
も
事
実
で
あ
る
。

リ
ー
ニ
ュ
公
自
身
は
、
一
七
九
四
年
フ
ロ
リ
ュ
ス
（
現
ベ
ル
ギ
ー
、
シ
ャ
ル
ル
ロ
ワ
市
近
く
）
の
戦
い
で
オ
ー
ス
ト
リ
ア
軍
が
フ
ラ
ン
ス

革
命
軍
に
敗
れ
て
以
来
、
一
八
一
四
年
の
死
に
至
る
ま
で
の
晩
年
の
二
〇
年
を
ウ
ィ
ー
ン
、
ま
た
は
ボ
ヘ
ミ
ア
の
保
養
地
で
、
い
わ
ば
亡

命
者
と
し
て
過
ご
し
、
再
び
ベ
ロ
イ
ユ
城
（
4
）

、
そ
し
て
自
ら
手
掛
け
た
そ
の
見
事
な
庭
園
を
目
に
す
る
こ
と
は
二
度
と
な
か
っ
た
。

四
八
三



政
経
研
究　

第
五
十
巻
第
三
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）

（
一
〇
〇
〇
）

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
入
る
二
ヵ
月
前
の
一
八
〇
三
年
五
月
に
は
、
一
週
間
だ
け
彼
は
エ
ー
デ
ル
シ
ュ
テ
ッ
テ
ン
（
ド
イ
ツ

南
西
部
）
に
与
え
ら
れ
た
リ
ー
ニ
ュ
家
の
新
領
地
に
、
最
初
で
最
後
の
訪
問
を
し
て
い
る
。
こ
れ
は
フ
ァ
ニ
ョ
ル
（
ベ
ル
ギ
ー
、
ナ
ミ
ュ
ー

ル
地
方
）
の
領
地
放
棄
へ
の
代
償
で
あ
り
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
よ
る
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
解
体
と
そ
の
再
編
・
再
分
配
政
策
の
流
れ
の
中
で
の
、

い
わ
ば
懐
柔
も
意
図
さ
れ
た
政
策
の
一
環
で
あ
っ
た
（
5
）

。
し
か
し
こ
の
一
年
後
に
は
、
は
や
く
も
お
そ
ら
く
経
済
的
理
由
か
ら
こ
の
領
地
は

選
帝
侯
投
票
権
と
と
も
に
、
エ
ス
テ
ル
ハ
ー
ジ
ー
公
（
リ
ー
ニ
ュ
公
妃
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
従
兄
）
に
売
却
し
て
い
る
。
同
じ
頃
ベ
ロ
イ
ユ
城

の
接
収
は
完
了
す
る
が
、
リ
ー
ニ
ュ
公
は
ベ
ロ
イ
ユ
城
と
他
の
エ
ノ
ー
地
方
の
自
ら
の
領
地
を
息
子
ル
イ
に
譲
る
こ
と
で
こ
れ
に
対
応
し

て
い
る
。

一
八
〇
四
年
五
月
、
フ
ラ
ン
ス
元
老
院
が
ナ
ポ
レ
オ
ン
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
即
位
を
宣
言
し
、
一
二
月
に
そ
の
戴
冠
式

が
ロ
ー
マ
教
皇
ピ
ウ
ス
七
世
出
席
の
も
と
パ
リ
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
寺
院
で
荘
厳
な
雰
囲
気
の
中
行
な
わ
れ
た
。

ツ
ー
ロ
ン
攻
囲
戦
で
の
功
績
で
頭
角
を
表
わ
し
、
特
に
イ
タ
リ
ア
戦
役
で
の
活
躍
が
軍
人
と
し
て
の
名
声
を
決
定
づ
け
、
エ
ジ
プ
ト
遠

征
と
い
う
危
機
も
そ
の
後
の
ク
ー
デ
タ
で
乗
り
切
り
、
そ
し
て
圧
倒
的
な
国
民
的
人
気
を
背
景
に
、
共
和
国
フ
ラ
ン
ス
を
導
く
強
力
な
指

導
者
と
し
て
の
地
位
を
不
動
の
も
の
と
し
、
こ
こ
で
そ
の
一
つ
の
頂
点
に
上
り
詰
め
た
の
で
あ
る
。

ナ
ポ
レ
オ
ン
よ
り
三
四
才
年
長
の
リ
ー
ニ
ュ
公
は
、
前
述
し
た
通
り
各
国
の
宮
廷
、
社
交
界
に
名
を
馳
せ
る
古
い
大
貴
族
出
の
著
名
な

社
交
人
だ
っ
た
が
、
本
人
は
何
よ
り
軍
人
で
あ
る
自
分
を
意
識
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

軍
人
リ
ー
ニ
ュ
公
の
経
歴
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
自
ら
記
録
し
た
『
わ
が
七
年
戦
争
従
軍
記
（M

on
 Jou

rn
al d

e la gu
erre d

e S
ept 

A
n

s

）』
を
中
心
に
近
く
論
述
を
予
定
し
て
い
る
が
（
6
）

、
九
才
の
時
か
ら
ど
ん
な
時
も
ペ
ン
を
手
放
さ
な
か
っ
た
生
涯
の
作
家
リ
ー
ニ
ュ
公

が
、
テ
ュ
レ
ン
ヌ
や
コ
ン
デ
公
の
活
躍
に
胸
躍
ら
せ
、
一
五
才
で
初
め
て
ま
と
め
た
「
処
女
作
」
が
『
軍
人
論
（D

iscou
rs su

r la 

四
八
四



リ
ー
ニ
ュ
公
と
ナ
ポ
レ
オ
ン
（
玉
井
）

（
一
〇
〇
一
）

profession
 d

es arm
es

）』
だ
っ
た
の
は
そ
の
こ
と
を
何
よ
り
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
る
。
職
業
軍
人
と
し
て
の
彼
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
皇
帝

軍
将
校
と
し
て
七
年
戦
争
で
活
躍
し
、
一
七
八
九
年
、
対
オ
ス
マ
ン
ト
ル
コ
戦
で
の
ベ
ル
グ
ラ
ー
ド
奪
取
に
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。

こ
う
し
た
リ
ー
ニ
ュ
公
か
ら
す
れ
ば
、
リ
ー
ニ
ュ
家
と
リ
ー
ニ
ュ
公
個
人
の
利
害
と
感
情
を
越
え
、
息
子
ル
イ
に
劣
ら
ず
ナ
ポ
レ
オ
ン

の
軍
人
と
し
て
の
並
は
ず
れ
た
活
躍
、
生
き
た
神
話
と
な
り
つ
つ
あ
る
《
コ
ル
シ
カ
の
鬼
オ
ー
グ
ル

》
の
軍
事
行
動
に
瞠
目
し
て
も
、
何
の
不
思

議
も
な
い
だ
ろ
う
。

注（
1
） 

最
愛
の
息
子
、
長
男
シ
ャ
ル
ル
は
、
一
七
九
二
年
北
仏
ア
ル
ゴ
ン
ヌ
で
の
対
革
命
フ
ラ
ン
ス
軍
戦
に
プ
ロ
シ
ャ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
連
合
軍
の
一

員
と
し
て
参
戦
し
、
戦
死
し
て
い
る
。

（
2
） P

h.M
ansel, L

e ch
arm

eu
r d

e l’E
u

rope C
h

arles-Joseph
 d

e L
ign

e(1713-1814), S
tock, 1992, p.211.

（
3
） J.L

am
botte, L

e P
rin

ce d
e L

ign
e ou

 la d
ern

ière m
ém

oire, L
abor, 1990, p.147.

以
下
参
照
。
一
八
〇
三
年
四
月
九
日
、
フ
ラ
ン
ス

国
籍
取
得
。

（
4
） 

父
祖
の
城
、
愛
す
る
ベ
ロ
イ
ユ
城
に
つ
い
て
は
、
一
七
八
一
年
に
『
ベ
ロ
イ
ユ
城
一
瞥
（C

ou
p d

’oeil su
r B

eloeil

）』
を
刊
行
し
て
い
る
。

（
5
） 

一
八
〇
三
年
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
再
編
が
決
定
さ
れ
た
の
は
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
北
の
レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。

（
6
） 

こ
れ
に
は
執
筆
中
の
拙
著
『
リ
ー
ニ
ュ
公
と
そ
の
世
界
』
の
枠
の
中
で
あ
る
。

四
八
五



政
経
研
究　

第
五
十
巻
第
三
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）

（
一
〇
〇
二
）

2
．

一
八
〇
四
年
の
フ
ラ
ン
ス
第
一
帝
政
と
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
の
誕
生
、
そ
し
て
そ
の
中
心
と
し
て
の
「
帝
国
宮
廷
」
の
出
現
は
、
特
に
そ

の
権
力
の
誇
示
の
面
で
多
く
の
人
々
を
引
き
付
け
る
が
、
同
時
に
失
望
や
反
発
も
生
ん
だ
。
自
由
と
解
放
の
英
雄
像
を
打
ち
砕
か
れ
た

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
、
そ
の
『
第
三
交
響
曲
（
エ
ロ
イ
カ
）』
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
へ
の
献
辞
を
取
り
消
し
た
話
は
良
く
知
ら
れ
て
い
る
。
文
豪

ゲ
ー
テ
も
ナ
ポ
レ
オ
ン
を
《
軍
馬
に
跨
っ
た
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
》
と
そ
の
冷
た
く
強
い
独
裁
ぶ
り
を
評
す
る
。

ハ
プ
ス
ブ
ル
グ
の
宮
廷
の
簡
素
さ
に
慣
れ
て
い
る
も
の
の
、
ブ
ル
ボ
ン
朝
の
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
の
華
麗
さ
に
は
異
論
の
な
か
っ
た
リ
ー

ニ
ュ
公
も
、
さ
す
が
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
宮
廷
の
誇
大
な
華
美
と
虚
飾
を
や
り
玉
に
挙
げ
、
《
イ
タ
リ
ア
の
殿
様
の
悪
趣
味
（
1
）

》
だ
と
酷
評
し

て
い
る
。

だ
が
も
っ
と
重
要
な
問
題
は
そ
の
領
土
的
野
心
で
あ
る
。
フ
ィ
ヒ
テ
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
占
領
下
の
ベ
ル
リ
ン
大
学
で
『
ド
イ
ツ
国
民

に
告
ぐ
』
と
い
う
有
名
な
講
演
を
す
る
が
、
リ
ー
ニ
ュ
公
は
そ
の
三
年
以
上
前
の
一
八
〇
四
年
八
月
、
ド
イ
ツ
人
の
祖
パ
ト
リ
オ
テ
ィ
ス
ム

国
愛
に
（
2
）

訴
え
か

け
、
プ
ロ
シ
ャ
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
反
ナ
ポ
レ
オ
ン
で
も
う
一
度
共
同
戦
線
を
張
る
べ
き
だ
、
《
全
ガ
リ
ア
と
全
イ
タ
リ
ア
の
皇
帝
（
＝

ナ
ポ
レ
オ
ン
）
を
、
非デ

シ

ャ

ル

ル

マ

ー

ニ

ゼ

シ
ャ
ル
ル
マ
ー
ニ
ュ
化
》
（
3
）

す
べ
き
だ
と
、
当
時
プ
ロ
シ
ャ
駐
在
オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
使
と
し
て
ベ
ル
リ
ン
に
着
任
し

た
ば
か
り
の
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
へ
の
手
紙
の
中
で
主
張
す
る
。
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
プ
ロ
シ
ャ
同
盟
の
再
度
の
成
立
を
画

策
す
る
が
、
そ
の
努
力
は
実
を
結
ば
な
い
。

《
王
座
に
い
る
の
は
良
き
父
、
良
き
夫
だ
が
、
良
き
王
で
は
な
い
》
、
と
リ
ー
ニ
ュ
公
は
嘆
い
て
い
る
。
当
時
、
王
座
を
占
め
て
い
た

の
は
、
フ
ラ
ン
ツ
二
世
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
＝
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
三
世
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
で
あ
り
、
マ
リ
ア
＝
テ
レ
ジ
ア
、
フ
リ
ー
ド
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リ
ヒ
大
王
、
エ
カ
テ
リ
ー
ナ
二
世
と
い
っ
た
、
良
く
も
悪
く
も
百
戦
錬
磨
の
巨
人
た
ち
と
親
し
く
交
わ
っ
て
き
た
リ
ー
ニ
ュ
公
か
ら
す
る

と
、
知
性
や
良
識
は
認
め
ら
れ
て
も
、
や
は
り
役
不
足
の
感
が
否
め
な
い
だ
ろ
う
。
結
局
ナ
ポ
レ
オ
ン
と
い
う
新
し
い
時
代
の
巨
人
に
対

抗
で
き
る
反
ナ
ポ
レ
オ
ン
同
盟
が
成
立
す
る
に
は
九
年
を
要
す
る
の
で
あ
る
。

一
八
〇
四
年
一
〇
月
、
フ
ラ
ン
ツ
二
世
は
ロ
シ
ア
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
と
密
約
を
交
わ
し
た
と
さ
れ
る
が
、
プ
ロ
シ
ャ
が
動
い
た

形
跡
は
見
ら
れ
な
い
。
リ
ー
ニ
ュ
公
の
集
め
た
情
報
に
よ
れ
ば
、
要
す
る
に
そ
の
意
思
が
な
い
の
で
あ
る
（
4
）

。
そ
し
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
皇

帝
フ
ラ
ン
ツ
二
世
に
、
六
九
才
の
リ
ー
ニ
ュ
公
は
《
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
た
め
に
戦
い
た
い
》
、
と
い
う
請
願
書
を
提
出
す
る
。
こ
れ
は
、

息
子
ル
イ
が
ナ
ポ
レ
オ
ン
軍
将
校
と
し
て
反
オ
ー
ス
ト
リ
ア
行
動
を
し
て
い
る
事
実
が
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
彼
自
身
が
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
領
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
（
現
ベ
ル
ギ
ー
）
の
愛パ

ト
リ
オ
ッ
ト

国
者
の
反
オ
ー
ス
ト
リ
ア
蜂
起
を
支
援
し
て
い
る
と
い
う
疑
い
を
も
た
れ
、
謹
慎
を
命
じ

ら
れ
た
こ
と
│
実
際
に
蜂
起
に
関
わ
っ
て
い
な
い
と
し
て
も
そ
の
祖
パ
ト
リ
オ
テ
ィ
ス
ム

国
愛
に
共
感
し
た
の
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
│
も
背
景
に
し
た
、

リ
ー
ニ
ュ
公
流
の
身
の
正
し
方
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
憤
る
。

し
か
し
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
驚プ
ロ
デ
ィ
ジ
ュ
ー

嘆
す
べ
き
人
間
だ
と
思
う
の
は
非
常
識
極
ま
る
。
こ
の
戦
い
の
エ
ピ
グ
ラ
フ
は
、
名
は
伏
せ
て
お
く
が
、

あ
る
識
者
の
言
っ
た
こ
と
に
つ
き
る
。
《
こ
れ
は
貧
相
な
な
ら
ず
者
で
、
何
も
か
も
恐
れ
て
い
る
が
、
運
だ
け
は
良
い
、
そ
し
て

我
々
が
こ
れ
か
ら
ひ
ど
い
目
に
あ
わ
せ
て
や
る
男
だ
（
4
）

。》

年
老
い
た
と
は
い
え
戦
意
を
失
っ
て
い
な
い
軍
人
が
、
目
の
前
に
迫
る
敵
に
対
し
て
発
し
そ
う
な
、
率
直
な
言
葉
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

様
々
な
理
由
か
ら
戦
争
は
な
い
と
冷
静
に
判
断
し
て
い
た
リ
ー
ニ
ュ
公
の
観
測
と
は
関
係
な
く
、
一
八
〇
五
年
一
〇
月
二
〇
日
ド
イ
ツ
南
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〇
四
）

部
の
ウ
ル
ム
で
の
会
戦
で
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
軍
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
軍
に
立
ち
向
か
う
「
破
目
」
に
な
り
、
い
わ
ば
な
す
す
べ
も
な
く
敗
北
す
る
。

そ
の
一
〇
日
後
リ
ー
ニ
ュ
公
は
ウ
ィ
ー
ン
に
入
り
、
一
一
月
九
日
に
は
娘
フ
ェ
フ
ェ
を
連
れ
て
プ
レ
ス
ブ
ル
ク
（
現
ブ
ラ
チ
ス
ラ
バ
）
に

い
っ
た
ん
難
を
逃
れ
る
。
そ
の
三
日
後
に
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
軍
が
ウ
ィ
ー
ン
を
占
領
し
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
自
身
は
シ
ェ
ー
ン
ブ
ル
ン
宮
殿
に

陣
取
る
。

二
ヵ
月
後
の
ア
ウ
ス
テ
ル
リ
ッ
ツ
の
会
戦
に
も
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
軍
は
、
ロ
シ
ア
軍
の
合
流
は
あ
っ
た
も
の
の
、
敗
北
を
喫
す
る
。
相

次
ぐ
敗
戦
の
報
の
中
、
リ
ー
ニ
ュ
公
は
滞
在
地
プ
レ
ス
ブ
ル
ク
で
、
あ
る
フ
ラ
ン
ス
軍
兵
士
か
ら
聞
い
た
と
い
う
話
を
書
き
残
し
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
軍
の
弱
点
は
、
戦
場
に
火
の
手
が
上
が
る
と
た
だ
ち
に
自
ら
の
意
志
で
か
け
つ
け
る
、
主
体
性
あ
る
フ

ラ
ン
ス
軍
と
異
な
り
、
全
体
に
旧
態
依
然
と
し
て
動
き
が
鈍
く
、
上
か
ら
の
命
令
を
あ
く
ま
で
守
り
続
け
る
硬
直
し
た
所
に
あ
る
と
い
う

の
で
あ
る
（
5
）

。

戦
術
・
戦
略
に
関
心
を
示
す
軍
人
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
大
き
な
時
代
の
流
れ
の
十
字
路
に
立
つ
意
識
か
ら
か
、
い
わ
ば
先
駆
的

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
、
一
二
月
九
日
、
リ
ー
ニ
ュ
公
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
占
領
下
の
ウ
ィ
ー
ン
に
帰
っ
て
く
る
。

一
八
〇
五
年
一
二
月
一
八
日
に
書
き
留
め
た
の
は
（『
回
想
録
』
ノ
ー
ト
三
〇
収
録
）、
そ
の
前
日
、
高
級
将
校
や
政
治
家
か
ら
な
る
オ
ー

ス
ト
リ
ア
の
議
員
た
ち
を
前
に
、
約
一
時
間
に
わ
た
っ
て
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
行
な
っ
た
会
見
の
顛
末
で
あ
る
。
リ
ー
ニ
ュ
公
に
よ
れ
ば
、
《

偉
大
で
崇
高
な
も
の
》
も
《
凡
庸
で
瑣
末
な
》
も
の
も
《
シ
ャ
ル
ル
マ
ー
ニ
ュ
、
マ
ホ
メ
ッ
ト
、
カ
リ
オ
ス
ト
ロ
（
6
）

》
風
な
も
の
も
取
り
交

ぜ
て
あ
る
こ
の
会
見
の
内
容
は
、
そ
こ
に
同
席
し
た
《
三
人
の
最
良
の
聞
き
手
》
か
ら
彼
が
聞
き
取
り
、
つ
き
合
わ
せ
て
ま
と
め
あ
げ
た

も
の
だ
と
い
う
。

ま
ず
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
、
出
席
し
た
人
々
に
向
か
っ
て
、
そ
の
人
々
に
課
さ
れ
た
《
重
課
税
を
遺
憾
に
思
う
》
が
、
し
か
し
、
そ
れ
は
自
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分
の
軍
の
働
き
に
報
い
る
の
に
必
要
な
の
だ
と
言
う
。

あ
な
た
方
の
皇
帝
が
そ
の
金
庫
の
資
金
で
あ
な
た
方
を
救
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
金
で
七
千
万
あ
れ
ば
あ
な
た
方
は
救
わ
れ
る
。
こ
の

私
は
、
そ
う
い
う
金
を
好
ま
な
い
。
私
に
は
財
布
も
銭
箱
も
土
地
も
小
作
地
も
な
い
。
個
人
と
し
て
持
っ
て
い
る
の
は
千
ル
イ
も
な

い
と
思
う
。
国
の
金
庫
し
か
知
ら
な
い
し
、
そ
れ
以
外
知
ろ
う
と
も
思
わ
な
い
（
7
）

。

そ
し
て
、
交
渉
を
難
航
さ
せ
て
い
る
の
は
、
《
変ル

ネ

ガ

節
漢
》
だ
っ
た
り
、
能
力
に
欠
け
る
臣
下
、
取
り
巻
き
の
せ
い
だ
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア

皇
帝
に
同
情
し
、
そ
も
そ
も
こ
の
《
不
正
で
不
幸
な
戦
争
》
を
決
断
し
た
者
は
首
を
く
く
ら
れ
る
に
値
す
る
、
と
付
け
加
え
る
。
同
時
に

皇
帝
そ
の
人
に
も
触
れ
、
不
都
合
な
側
近
や
人
と
物
事
へ
の
無
知
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
の
君
主
た
ち
の
特
徴
で
あ
る
、
自
分
も
す
べ
て

知
っ
て
い
る
訳
で
は
な
い
が
、

少
な
く
と
も
人
間
に
つ
い
て
私
が
持
っ
て
い
る
多
少
の
知
識
は
、
自
分
が
一
個
人
で
あ
っ
た
こ
と
、
一
兵
卒
か
ら
身
を
起
し
て
皇
帝

の
地
位
に
ま
で
上
り
詰
め
た
こ
と
に
拠
っ
て
い
る
（
8
）

。

《
今
私
の
い
る
部
屋
に
肖
像
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
、
あ
の
偉
大
な
マ
リ
ア
＝
テ
レ
ジ
ア
は
、
帝
国
の
重
要
な
人
物
た
ち
の
意
見
を
聞
き
、

側
に
置
い
て
い
た
。》
憲
法
が
存
在
し
、
君
主
と
民
衆
の
間
に
中
間
権
力
が
あ
る
体
制
な
ら
別
だ
が
、
今
の
こ
の
状
況
下
の
オ
ー
ス
ト
リ

ア
で
、
我
々
が
《
地
理
的
、
軍
事
的
保
証
》
を
得
て
た
だ
ち
に
撤
退
す
る
の
は
難
し
い
。
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自
分
も
も
う
こ
こ
に
居
る
の
は
飽
き
た
し
、
《
み
な
パ
リ
に
帰
り
た
が
っ
て
い
る
、
パ
リ
は
ず
っ
と
居
心
地
が
い
い
し
、
き
れ
い
な
女

性
た
ち
も
い
る
（
8
）

。》

し
か
し
と
に
か
く
、
《
現
在
す
べ
て
は
、
私
の
も
の
で
あ
る
。》
《
不
幸
な
事
態
に
至
っ
て
い
た
り
、（
ロ
シ
ア
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
）
同

盟
が
も
っ
と
う
ま
く
い
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
私
の
方
に
は
国
民
衛
兵
、
徴
兵
資
格
者
、
予
備
役
が
い
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
？
そ
の
す
べ

て
が
ラ
イ
ン
川
を
越
え
て
い
た
だ
ろ
う
。
そ
の
数
は
二
五
万
に
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
私
に
そ
の
必
要
は
な
か
っ
た
（
9
）

。》

《
こ
こ
に
こ
う
し
て
い
ら
れ
る
こ
と
に
驚
い
て
い
る
。》
こ
の
平
穏
な
状
態
の
障
害
に
な
り
う
る
の
は
プ
ロ
シ
ャ
だ
が
、
し
か
し
彼
ら

は
《
か
つ
て
の
彼
ら
で
は
な
い
。
歩
兵
隊
は
も
は
や
同
じ
で
は
な
く
、
砲
兵
隊
は
ひ
ど
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
長
い
平
和
の
結
果
で
あ

る
。》現

在
熱
狂
的
な
私
の
軍
も
一
〇
年
後
に
は
、
勝
利
を
呼
ぶ
、
そ
の
戦
う
精
神
を
失
う
だ
ろ
う
。

従
っ
て
戦
わ
ね
ば
な
ら
な
い
な
ら
、
ま
だ
若
い
今
の
方
が
良
い
。
三
六
才
と
い
う
の
は
良
い
年
で
あ
り
、
六
〇
才
で
痛
風
病
み
に
な

る
の
を
待
つ
つ
も
り
は
な
い
（
10
）

。

こ
う
し
た
談
話
に
加
え
て
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
々
か
ら
の
質
問
、
そ
し
て
や
り
取
り
が
あ
り
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
、
熱
を
帯
び
て

く
る
と
、
た
ば
こ
入
れ
を
右
手
か
ら
左
手
へ
と
ま
す
ま
す
激
し
く
動
か
し
、
た
ば
こ
を
何
度
も
吸
い
な
が
ら
、
話
し
続
け
た
と
い
う
。

こ
の
逸
話
が
興
味
深
い
の
は
、
一
つ
は
リ
ー
ニ
ュ
公
も
指
摘
し
て
い
る
通
り
、
彼
が
様
々
な
要
素
、
公
的
な
も
の
、
極
私
的
な
も
の
、

様
々
な
レ
ベ
ル
の
話
を
混
在
さ
せ
て
話
す
こ
と
で
、
彼
自
身
の
性
格
を
よ
く
表
わ
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
よ
る
が
、
も
う
一
つ
は
、
そ
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の
戦
争
観
で
あ
る
。

特
に
戦
争
と
い
う
も
の
の
経
済
的
側
面
が
目
に
つ
く
。
す
な
わ
ち
、
兵
士
た
ち
の
戦
意
高
揚
を
継
続
さ
せ
る
に
は
、
た
だ
祖
パ
ト
リ
オ
テ
ィ
ス
ム

国
愛
、

名
誉
心
、
功
名
心
の
満
足
だ
け
で
な
く
、
そ
の
経
済
的
保
証
が
必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
授
け
ら
れ
る
べ
き
栄
誉
や
地
位
昇
格
の
た
め
に

も
、
次
々
と
戦
場
を
変
え
な
が
ら
戦
争
を
継
続
し
て
い
く
の
に
必
要
な
武
器
兵
糧
調
達
の
継
続
の
た
め
に
も
、
現
地
で
の
戦
利
品
、
賠
償

金
、「
課
税
」
は
織
り
込
み
済
み
で
必
須
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
戦
役
を
前
に
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
兵
士
に
向
け
て
行
な
っ
た
と
さ

れ
る
演
説
に
も
そ
の
側
面
、
戦
い
で
得
ら
れ
る
の
が
単
に
名
誉
だ
け
で
は
な
く
将
来
の
「
豊
か
な
生
活
」
で
も
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て

い
る
の
が
印
象
的
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
特
に
一
般
の
兵
士
た
ち
を
さ
ら
に
鼓
舞
し
た
の
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

古
き
良
き
旧
ア
ン
シ
ャ
ン
レ
ジ
ー
ム

体
制
の
生
き
残
り
、
リ
ー
ニ
ュ
公
が
ど
の
く
ら
い
こ
の
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
か
不
明
だ
が
、
中
世
か
ら
の
伝
統
の

騎
士
道
精
神
や
、
太
陽
王
ル
イ
一
四
世
の
栄
光
の
た
め
の
対
外
戦
争
と
違
っ
た
、
新
し
い
近
代
戦
争
の
一
面
、
つ
ま
り
、
革
命
と
国
を
守

る
戦
争
、
自
由
と
解
放
の
理
念
を
広
め
る
と
い
う
大
義
の
戦
争
と
も
す
で
に
異
な
り
つ
つ
あ
る
戦
争
の
性
格
の
一
端
が
、
一
言
で
言
え
ば
、

貴
族
的
な
戦
争
か
ら
「
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
な
」
と
も
言
え
る
戦
争
へ
の
転
換
の
構
図
が
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
言
葉
の
端
々
に
垣
間
見
れ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

リ
ー
ニ
ュ
公
は
、
こ
の
会
見
を
紹
介
し
た
後
、
そ
れ
に
続
け
て
次
の
よ
う
に
付
け
加
え
て
い
る
。

私
が
議
員
だ
っ
た
ら
、
こ
の
皇
帝
（
ナ
ポ
レ
オ
ン
）
に
次
の
二
つ
の
こ
と
を
言
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。

《
陛
下
、
我
ら
の
帝
国
の
栄
光
を
完
全
に
は
消
す
こ
と
な
く
、
あ
な
た
の
栄
光
を
増
し
て
く
だ
さ
い
。
も
し
、
極
め
て
厳
し
い
条
件

の
も
と
で
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
ス
イ
ス
や
オ
ラ
ン
ダ
の
よ
う
に
フ
ラ
ン
ス
の
属
州
に
な
り
、
そ
の
皇
帝
が
デ
ン
マ
ー
ク
王
の
よ
う
に
な

四
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る
な
ら
、
そ
れ
は
ロ
シ
ア
に
渡
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
。﹇
…
﹈
そ
れ
か
ら
陛
下
、
言
わ
せ
て
頂
い
て
も
よ
ろ
し
い
で
し
ょ

う
か
？
も
し
、
見
た
と
こ
ろ
と
違
っ
て
、
破
産
し
激
昂
し
た
何
百
万
も
の
人
々
に
支
え
ら
れ
、
絶
望
し
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
（
11
）

…
》

講
和
条
約
締
結
に
向
け
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
へ
の
寛
大
な
政
策
と
配
慮
、
い
わ
ば
融
和
策
が
、
戦
争
を
織
り
込
ん
だ
国
際
政
治
の
メ
カ
ニ

ス
ム
の
中
で
、
敗
戦
国
オ
ー
ス
ト
リ
ア
だ
け
で
な
く
戦
勝
国
フ
ラ
ン
ス
に
と
っ
て
も
有
益
だ
と
い
う
主
張
で
あ
ろ
う
。

こ
の
《
小
さ
な
偉
大
な
男
》
が
馬
車
に
乗
り
込
む
と
こ
ろ
を
リ
ー
ニ
ュ
公
は
見
か
け
、
《
そ
の
顔
の
下
半
分
が
快
い
》
と
思
う
。
ま
た
、

不
当
に
接
収
さ
れ
た
ア
ー
ヘ
ン
の
自
分
の
館
を
口
実
に
謁
見
を
求
め
れ
ば
認
め
ら
れ
る
に
違
い
な
い
、
そ
れ
は
《
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
大
王
、

ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
、
エ
カ
テ
リ
ー
ナ
（
12
）

》
と
の
対
談
に
加
え
て
、
自
分
の
『
回
想
録
』
を
飾
る
も
の
に
な
る
と
想
像
し
た
り
も
す
る
が
、
人
の

評
判
を
落
と
す
の
が
好
き
な
者
の
手
に
か
か
っ
て
明
日
の
新
聞
の
ネ
タ
に
な
る
だ
け
だ
と
も
思
う
の
で
あ
る
。

翌
一
九
日
、
か
つ
て
の
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
や
パ
リ
の
サ
ロ
ン
で
の
旧
知
の
仲
、
ア
ベ
・
ド
・
ペ
リ
ゴ
ー
ル
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
高
官
ク

ラ
ー
ク
邸
で
食
事
を
す
る
。
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
中
、
憲
法
制
定
議
会
で
教
会
財
産
国
有
化
を
提
案
、
ブ
ル
ボ
ン
家
ば
か
り
か
ヴ
ァ
チ
カ
ン

に
も
背
き
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
心
酔
し
て
第
一
帝
政
の
外
務
大
臣
の
ポ
ス
ト
に
就
き
、
そ
の
没
落
後
は
ル
イ
一
八
世
に
ま
た
も
外
務
大
臣
と

し
て
仕
え
る
こ
と
に
な
る
、
こ
の
元
オ
ー
タ
ン
司
教
こ
そ
タ
レ
ー
ラ
ン
で
あ
っ
た
。

そ
こ
に
同
席
し
た
ク
ラ
ー
ク
と
タ
レ
ー
ラ
ン
は
リ
ー
ニ
ュ
公
に
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
会
う
の
を
勧
め
る
。
《
会
い
た
い
が
、
彼
は
何
を
言

う
の
か
？
私
は
何
を
言
う
の
か
？
人
は
何
を
言
う
の
か
？
》
接
収
さ
れ
た
館
の
話
を
す
れ
ば
、
と
言
う
提
案
に
、
そ
れ
は
た
い
し
た
話
で

は
な
い
と
誇
り
高
い
リ
ー
ニ
ュ
公
が
答
え
る
と
、
そ
れ
が
口
実
だ
と
分
か
れ
ば
か
え
っ
て
皇
帝
は
喜
ぶ
だ
ろ
う
、
リ
ー
ニ
ュ
公
の
《
二
〇

才
の
時
の
よ
う
に
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
想
像
力
》
は
《
誰
に
も
話
し
か
け
ら
れ
な
い
国
（
13
）

》
に
滞
在
し
て
い
る
皇
帝
の
気
に
入
ら
な
い
わ
け
が
な

四
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い
、
と
タ
レ
ー
ラ
ン
が
言
う
。
ク
ラ
ー
ク
が
シ
ェ
ー
ン
ブ
ル
ン
宮
殿
で
の
謁
見
の
設
定
を
引
き
受
け
る
が
、
結
局
一
八
〇
五
年
一
二
月

二
六
日
に
講
和
条
約
調
印
が
す
む
と
、
皇
帝
は
翌
日
に
は
も
う
出
発
し
て
し
ま
い
、
こ
の
話
は
な
く
な
る
。
そ
し
て
自
分
自
身
が
感
じ
て

い
た
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
リ
ー
ニ
ュ
公
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

人
々
が
言
っ
て
い
る
。
《
何
と
い
う
男
だ
！
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
魅
力
が
あ
る
。
我
々
は
愛
し
て
い
な
い
が
、
し
か
し
、
そ
こ
に
敬
服

さ
せ
ら
れ
な
い
言
葉
は
一
つ
も
な
い
（
14
）

。》

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
去
っ
た
後
も
、
リ
ー
ニ
ュ
公
は
友
人
チ
ン
ツ
ェ
ン
ド
ル
フ
（
15
）

が
単
独
で
皇
帝
か
ら
聞
き
取
っ
た
と
い
う
言
葉
を
書
き
残
し

て
い
る
。
た
と
え
ば
、
《
私
が
ロ
シ
ア
と
同
盟
し
た
ら
》
プ
ロ
シ
ャ
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
ど
う
な
る
、
と
言
わ
れ
る
が
、
《
私
は
そ
れ
は

望
ん
で
い
な
い
》
。
あ
る
い
は
、
自
分
に
つ
い
て
《
あ
り
得
な
い
話
が
さ
れ
て
い
る
、
狂
っ
て
い
る
と
か
、
痩
せ
て
い
て
病
弱
だ
と
か
、

自
殺
す
る
と
か
、
長
く
生
き
ら
れ
な
い
と
か
》
、
で
あ
る
。

ロ
シ
ア
は
同
盟
す
る
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
警
戒
す
べ
き
「
野
蛮
な
」
国
だ
と
い
う
の
は
、
タ
レ
ー
ラ
ン
も
同
じ
認
識
で
あ
り
、
彼
が

オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
の
関
係
を
重
視
す
る
の
は
、
そ
れ
が
ロ
シ
ア
に
対
す
る
防
波
堤
と
し
て
の
中
部
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
良
好
な
組
織
の
要
だ
と
、

こ
れ
か
ら
を
見
据
え
て
戦
略
的
に
考
え
る
か
ら
で
あ
り
、
従
っ
て
、
一
七
五
〇
年
代
の
シ
ョ
ワ
ズ
ー
ル
公
、
ポ
ン
パ
ド
ゥ
ー
ル
夫
人
の
時

代
以
来
伝
統
の
、
フ
ラ
ン
ス
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
友
好
関
係
の
継
続
を
望
ん
で
い
た
か
ら
で
あ
る
。
前
述
し
た
リ
ー
ニ
ュ
公
の
、
穏
当
な

条
件
で
の
平
和
条
約
締
結
の
意
見
（
16
）

は
、
こ
れ
に
合
致
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
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井
）

（
一
〇
一
一
）

3
．

遂
に
私
は
、
何
人
も
王
位
に
就
か
せ
た
り
辞
め
さ
せ
た
り
し
て
い
る
こ
の
人
物
を
見
た
（
1
）

。

ナ
ポ
レ
オ
ン
に
会
い
損
ね
て
か
ら
一
年
半
以
上
た
っ
た
一
八
〇
七
年
七
月
一
七
日
、
ド
レ
ス
デ
ン
の
ザ
ク
セ
ン
王
（
2
）

の
宮
廷
で
、
リ
ー

ニ
ュ
公
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
を
よ
り
近
く
か
ら
観
察
す
る
機
会
を
得
る
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
、
七
月
八
日
に
ロ
シ
ア
・
プ
ロ
シ
ャ
と
講
和
条
約
を

結
ん
だ
テ
ィ
ル
ジ
ッ
ト
か
ら
パ
リ
に
帰
る
途
中
の
数
日
間
、
ド
レ
ス
デ
ン
に
滞
在
し
た
。
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
リ
ー
ニ
ュ
公
は
、
滞
在
地
テ

プ
リ
ッ
ツ
（
3
）

か
ら
駆
け
つ
け
た
の
で
あ
っ
た
。

リ
ー
ニ
ュ
公
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
を
、
ウ
ィ
ー
ン
の
サ
ロ
ン
の
人
々
や
ヴ
ァ
チ
カ
ン
関
係
者
の
よ
う
に
「
王ユ
シ
ュ
ル
パ
ト
ゥ
ー
ル

権
簒
奪
者
」
と
呼
ぶ
こ
と
な

く
、
そ
の
内
政
の
絶
対
主
義
的
政
策
と
外
で
の
攻
撃
性
を
軸
に
、
《
大
音
楽
家
が
楽
器
を
操
る
よ
う
に
》
人
々
を
巧
み
に
操
っ
た
点
か
ら

評
価
し
た
、
と
評
す
る
む
き
も
あ
る
（
4
）

。
し
か
し
そ
れ
と
同
時
に
、
自
分
の
受
け
た
そ
の
時
そ
の
時
の
印
象
を
、
様
々
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
と
と

も
に
事
細
か
く
書
き
残
し
た
観
察
眼
、
彼
の
特
徴
で
あ
る
作
家
の
側
面
も
注
目
す
べ
き
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
が
た
と
え
ば
次
の

一
八
〇
七
年
七
月
一
七
日
の
記
録
で
あ
る
。

リ
ー
ニ
ュ
公
が
ワ
イ
マ
ー
ル
公
と
、
多
く
の
人
々
に
ま
ぎ
れ
て
宮
廷
の
階
段
の
下
に
い
る
と
、
皇
帝
が
、
そ
の
王
位
に
就
か
せ
た
ザ
ク

セ
ン
王
と
ゆ
っ
く
り
階
段
を
昇
っ
て
い
っ
た
（
5
）

。
そ
の
《
頭
の
て
っ
ぺ
ん
か
ら
つ
ま
先
ま
で
》
じ
っ
く
り
観
察
し
、
そ
の
《
端
正
な
顔
立
ち

と
軍
人
ら
し
い
高
貴
さ
》
を
認
め
る
。
《
そ
の
眼
差
し
は
毅
然
と
し
て
い
て
、
静
か
で
、
威
厳
が
あ
る
。
階
段
を
昇
り
な
が
ら
多
く
の
重

要
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
様
子
で
、
そ
れ
が
、
自
然
な
感
じ
の
そ
の
表
情
に
落
ち
着
き
を
与
え
て
い
た
。》
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し
か
し
翌
日
、
絵
画
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
の
、
そ
の
《
ウ
ソ
臭
い
人
の
良
さ
を
示
す
、
わ
ざ
と
ら
し
い
ほ
ほ
笑
み
》
は
リ
ー
ニ
ュ
公
の
気
に

入
ら
な
い
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
彼
ら
の
方
を
振
り
返
っ
た
時
、
隣
の
若
い
女
性
が
言
う
。
《
何
て
や
さ
し
い
、
良
い
人
み
た
い
な
の
で
し
ょ

う
！
》
《
マ
ド
モ
ワ
ゼ
ル
、
羊
み
た
い
に
お
と
な
し
い
の
で
す
よ
》
、
と
彼
は
皮
肉
っ
ぽ
く
応
じ
て
い
る
。

皇
帝
の
声
は
よ
く
あ
る
声
で
、
幾
つ
か
の
そ
の
質
問
は
、
少
し
《
と
ぎ
れ
と
ぎ
れ
な
》
言
い
方
で
な
さ
れ
た
。
お
か
し
な
こ
と
に
歩
く

時
の
体
の
揺
ら
し
方
が
ブ
ル
ボ
ン
家
の
人
々
と
同
じ
だ
っ
た
。
《
フ
ラ
ン
ス
王
（
帝
）
位
が
そ
う
さ
せ
る
の
か
？
わ
ざ
と
な
の
か
？
》

理
由
な
く
何
も
し
な
い
、
何
も
言
わ
な
い
人
間
に
お
い
て
は
、
そ
の
す
べ
て
を
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
私
は
、
彼
が
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
オ
、
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
、
ル
ー
ベ
ン
ス
の
前
を
軽
く
通
り
す
ぎ
、
戦
い
や
歴
史
の
場
面
の

絵
の
前
で
こ
れ
見
よ
が
し
に
立
ち
止
る
の
に
目
を
留
め
た
。
《
こ
れ
は
自
然
な
の
か
、
演
技
な
の
か
》
、
と
そ
の
た
び
私
は
言
っ
て

い
た
（
5
）

。

多
く
の
人
が
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
近
付
く
中
、
リ
ー
ニ
ュ
公
は
ひ
と
り
距
離
を
置
き
、
そ
の
《
恵シ
ャ
リ
テみ

》
を
求
め
な
い
。
《
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
上

機
嫌
だ
っ
た
。
ラ
イ
ン
同
盟
に
入
る
、
ど
こ
か
小
さ
な
国
を
私
に
与
え
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。》
し
か
し
、
そ
う
は
し
な
い
。

そ
れ
に
、
こ
の
帝
国
の
モ
ザ
イ
ク
は
ど
の
く
ら
い
続
く
だ
ろ
う
か
？
ひ
と
つ
の
落
馬
。
す
べ
て
混
乱
状
態
に
戻
る
。

ナ
ポ
レ
オ
ン
に
惹
か
れ
て
は
い
る
が
、
冷
静
な
レ
ア
リ
ス
ト
で
も
あ
る
リ
ー
ニ
ュ
公
に
、
特
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
帝
国
人
の
立
場
か
ら
、
一
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人
の
英
雄
に
よ
っ
て
創
ら
れ
三
年
し
か
経
た
な
い
帝
国
な
る
も
の
が
こ
う
見
え
て
も
、
そ
れ
は
不
思
議
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

ナ
ポ
レ
オ
ン
に
近
付
か
な
か
っ
た
理
由
は
も
う
一
つ
あ
る
、
と
彼
は
続
け
る
。
そ
れ
は
彼
に
つ
い
て
多
く
の
冗
談
を
言
っ
た
が
、
何
で

も
知
っ
て
い
る
彼
が
そ
れ
を
聞
い
て
い
な
い
は
ず
が
な
く
、
《
ム
ッ
シ
ュ
ー
、
あ
な
た
は
す
ぐ
私
を
悪
魔
一
世
と
呼
ぶ
、
地
震
、
悪
魔
＝

人
間
、
マ
ホ
メ
ッ
ト
、
カ
リ
オ
ス
ト
ロ
と
も
。》
な
ど
と
言
わ
れ
た
ら
困
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
《
で
も
私
に
そ
ん
な
こ
と
が
言
え
た

だ
ろ
う
か
？
》

か
つ
て
存
在
し
た
も
っ
と
も
驚プ
ロ
デ
ィ
ジ
ュ
ー

嘆
す
べ
き
人
間
に
対
す
る
私
の
感
嘆
の
気
持
を
、
彼
は
知
ら
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
辺
り
は
、
ど
こ
ま
で
本
気
な
の
か
、
あ
る
い
は
軽
い
冗
談
な
の
か
、
本
当
の
と
こ
ろ
は
分
か
ら
な
い
。

は
や
く
も
こ
の
三
日
後
に
は
、
帰
っ
て
き
た
テ
プ
リ
ッ
ツ
か
ら
、
当
時
ウ
ィ
ー
ン
在
住
で
、
か
つ
て
フ
ラ
ン
ス
革
命
中
ミ
ラ
ボ
ー
と
親

し
く
、
王
家
を
救
お
う
と
奔
走
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
ア
レ
ン
ベ
ル
ク
公
に
手
紙
を
書
い
て
い
る
。
そ
の
手
紙
の
中
で
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン

に
近
付
か
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
以
外
に
、
そ
こ
に
集
め
ら
れ
た
ラ
イ
ン
連
合
の
諸
公
に
、
ヨ
シ
ャ
バ
テ
の
谷
で
最
後
の
審
判
を
待
っ
て

い
る
み
た
い
だ
と
言
っ
た
ら
、
大
笑
い
さ
れ
た
と
い
う
、『
回
想
録
』
で
語
っ
て
い
る
の
と
同
じ
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
た

だ
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
つ
い
て
異
な
っ
た
面
に
ふ
れ
る
。

﹇...

﹈
彼
は
非
常
に
軍
人
ら
し
い
、
天
才
と
い
う
よ
り
信
念
と
計
算
の
人
、
決
し
て
脱
線
し
な
い
印
象
で
す
。
フ
リ
ー
ト
ラ
ン
ト
で
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彼
と
共
に
戦
っ
た
ザ
ク
セ
ン
の
あ
る
大
佐
が
私
に
語
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
砲
火
の
下
、
鉛
筆
を
手
に
、
見
通
し
の
良
い
丘
の
上

に
立
ち
、
そ
の
指
令
を
紙
に
書
い
て
は
部
下
に
命
じ
て
将
軍
た
ち
の
と
こ
ろ
に
持
っ
て
行
か
せ
た
と
い
い
ま
す
。
ロ
シ
ア
軍
の
意
図

す
る
動
き
を
た
ち
ど
こ
ろ
に
見
抜
い
て
言
い
ま
し
た
。
《
あ
あ
！
奴
ら
が
作
戦
行
動
を
始
め
る
つ
も
り
だ
。
戦
術
を
与
え
る
ぞ
（
6
）

。》

こ
う
し
た
戦
術
と
戦
略
に
よ
っ
て
生
涯
四
〇
の
戦
い
に
勝
利
し
た
と
い
う
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
比
べ
、
リ
ー
ニ
ュ
公
自
身
そ
の
軍
歴
は
、
必

ず
し
も
本
人
の
望
ん
だ
よ
う
に
な
ら
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
し
か
し
少
な
く
と
も
、
帝
国
親
衛
隊
長
に
任
じ
ら
れ
た
の
に
続
き
、

一
八
〇
八
年
、
父
親
と
同
じ
く
帝
国
陸
軍
元
帥
の
地
位
に
就
任
し
た
。
七
三
才
に
な
っ
た
彼
に
と
っ
て
ど
ち
ら
も
い
わ
ば
名
誉
職
で
は
あ

る
が
、
本
人
は
意
気
軒
高
で
あ
っ
た
。
皇
帝
に
《
親
衛
隊
長
と
元
帥
、
ふ
た
つ
も
の
指
揮
棒
を
ど
う
す
る
？
》
と
聞
か
れ
た
リ
ー
ニ
ュ
公

は
、
即
座
に
《
も
し
陛
下
が
攻
撃
さ
れ
ま
し
た
ら
、
ふ
た
つ
と
も
捨
て
て
銃
を
取
り
ま
す
》
、
と
答
え
た
と
い
う
（
7
）

。

皇
帝
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
、
宰
相
テ
ュ
ギ
ュ
ッ
ト
に
《
嫌
な
噛
み
つ
き
屋
》
と
警
戒
さ
れ
て
い
た
リ
ー
ニ
ュ
公
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
に
そ

の
名
を
知
ら
れ
た
有
名
人
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
宮
廷
で
皇
帝
の
す
ぐ
側
に
控
え
る
寵
臣
と
な
る
。
経
済
的
に
も
余
裕
が
で
き
、
孫
の
ベ

ロ
イ
ユ
城
相
続
が
確
実
に
な
り
、
後
に
回
想
録
を
書
く
こ
と
に
な
る
ロ
ザ
リ
ー
夫
人
と
い
う
若
い
「
恋
人
」
さ
え
出
来
る
。

こ
う
し
た
中
で
、
ス
タ
ー
ル
夫
人
が
現
わ
れ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
財
務
総
監
と
し
て
革
命
前
後
に
活
躍
し
た
ス
イ
ス
の
銀
行
家
ネ
ッ
ケ
ル

の
娘
、
ス
タ
ー
ル
夫
人
は
、『
文
学
論
』（
一
八
〇
〇
）、
小
説
『
デ
ル
フ
ィ
ー
ヌ
』（
一
八
〇
二
）、『
コ
リ
ン
ヌ
』（
一
八
〇
五
）
の
刊
行
、
そ

し
て
一
連
の
発
言
や
行
動
か
ら
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
う
と
ま
れ
パ
リ
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
て
、
父
の
祖
国
ス
イ
ス
の
コ
ペ
を
拠
点
に
活
動
し
て
い

た
が
、
一
八
〇
七
年
一
二
月
二
八
日
（
8
）

、
ウ
ィ
ー
ン
に
や
っ
て
来
た
。
そ
れ
は
、
新
し
い
ド
イ
ツ
と
ド
イ
ツ
人
を
論
じ
な
が
ら
反
ナ
ポ
レ
オ

ン
の
意
図
も
う
か
が
え
る
『
ド
イ
ツ
論
』（
一
八
一
三
年
ロ
ン
ド
ン
で
刊
行
）
の
準
備
の
た
め
だ
っ
た
が
、
同
時
に
、
二
年
前
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

四
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で
出
会
っ
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
、
オ
ド
ネ
ル
伯
爵
の
た
め
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
若
い
伯
爵
が
選
ん
だ
の
は
一
四
才

年
上
の
ス
タ
ー
ル
夫
人
で
は
な
く
、
結
局
リ
ー
ニ
ュ
公
の
孫
娘
ク
リ
ス
チ
ー
ヌ
に
な
っ
た
（
9
）

。
失
意
の
ス
タ
ー
ル
夫
人
は
、
一
八
〇
八
年
五

月
二
二
日
、
ウ
ィ
ー
ン
を
離
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

ウ
ィ
ー
ン
に
着
い
て
す
ぐ
リ
ー
ニ
ュ
公
の
関
心
を
引
い
た
彼
女
は
、
意
気
投
合
し
た
彼
の
館
の
常
連
に
な
る
。
自
分
を
《
娘
の
よ
う
に

扱
っ
て
》
く
れ
る
彼
に
す
っ
か
り
魅
了
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
《
年
を
取
っ
て
い
る
の
は
残
念
だ
け
ど
、
こ
の
世
代
の
人
に
ど
う
し
よ
う
も

な
く
惹
か
れ
る
》
と
言
い
、
《
ゲ
ル
マ
ン
の
海
の
中
の
フ
ラ
ン
ス
の
島
（
10
）

》
の
よ
う
な
彼
に
、『
ド
イ
ツ
論
』
で
助
言
を
も
ら
い
、
伯
爵
の

こ
と
で
慰
め
ら
れ
る
。
彼
女
が
、
一
七
九
五
年
刊
行
で
全
三
四
巻
の
『
軍
事
的
、
文
学
的
、
心
情
的
雑
纂
』
か
ら
選
り
す
ぐ
っ
た
『
元
帥

リ
ー
ニ
ュ
公
の
書
簡
と
断
想
集
』
刊
行
を
提
案
し
た
の
は
、
い
わ
ば
そ
の
お
返
し
で
あ
っ
た
。

そ
の
『
刊
行
者
の
序
文
』
の
中
で
ス
タ
ー
ル
夫
人
は
、
リ
ー
ニ
ュ
公
の
長
い
作
家
と
し
て
の
業
績
に
ふ
れ
、
ル
ソ
ー
、
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル

と
の
対
話
や
自
ら
の
生
涯
の
記
録
を
《
三
〇
年
前
の
サ
ロ
ン
の
会
話
の
ス
タ
イ
ル
》
で
綴
っ
て
い
る
こ
と
、
《
体
系
の
専
制
主
義
》
の
な

い
そ
の
自
由
さ
、
率ス
ポ
ン
タ
ネ
イ
テ

直
さ
、
こ
だ
わ
り
の
な
さ
、
特
に
逆
境
に
置
か
れ
た
際
に
慎
み
と
品ノ
ブ
レ
ス格
を
示
し
て
い
る
こ
と
を
高
く
評
価
し
て
い

る
。
そ
れ
は
、
効
率
主
義
と
計
算
づ
く
の
行
動
、
権
威
主
義
的
な
新
時
代
の
行
動
規
範
、
ま
さ
に
《
投
げ
や
り
な
面
が
一
切
な
く
す
べ
て

計
画
的
（
11
）

》
だ
と
リ
ー
ニ
ュ
公
が
評
し
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
成
功
に
見
ら
れ
る
も
の
と
対
極
に
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
著
名
な
元
帥
リ
ー
ニ
ュ
公
は
、
こ
う
し
て
一
躍
有
名
な
作
家
と
な
っ
た
。
一
八
〇
九
年
、
フ
ラ
ン
ス
語
版
が
七
版
を

数
え
、
英
・
独
・
露
・
伊
語
版
が
続
い
た
。
そ
の
原
動
力
は
《
男
│
女
》
と
い
う
稀
有
な
存
在
、
ス
タ
ー
ル
夫
人
で
あ
る
。
彼
女
の
中
の
、

《「
彼
」
に
は
と
て
も
エ
ス
プ
リ
が
あ
り
、「
彼
女
」
に
は
想
像
力
が
あ
る
。「
彼
」
は
思
想
家
で
「
彼
女
」
は
詩
人
で
あ
る
。etc. （12
）

》
そ

う
い
う
性
を
越
え
た
強
烈
な
個
性
、
《
女
帝
エ
カ
テ
リ
ー
ナ
と
も
い
う
べ
き
人
》
に
、
《
ポ
チ
ョ
ム
キ
ン
と
も
い
う
べ
き
自
分
（
13
）

》
は
つ
き

四
九
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従
う
。
叱
咤
激
励
し
な
が
ら
自
分
を
作
家
に
し
て
く
れ
た
彼
女
に
感
謝
し
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
も
意
識
し
つ
つ
彼
は
言
う
。

国
王
を
作
る
の
は
簡
単
で
す
。
し
か
し
あ
な
た
だ
け
が
一
言
で
、
あ
る
い
は
一リ
ー
ニ
ュ行

で
多
く
の
名
声
を
作
り
出
せ
ま
す
（
14
）

。

一
八
〇
八
年
五
月
二
二
日
ウ
ィ
ー
ン
を
離
れ
た
ス
タ
ー
ル
夫
人
に
、
リ
ー
ニ
ュ
公
は
手
紙
を
書
い
て
い
る
。

あ
な
た
は
多
分
歌
っ
て
い
ま
す
。
《
私
は
フ
ラ
ン
ス
に
い
る
の
か
、
ア
ジ
ア
に
い
る
の
か
、（
イ
ン
ド
の
）
ゴ
ル
コ
ン
ダ
か
、
祖
国
か
、

は
た
ま
た
コ
ペ
か
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
か
？
》
大
切
な
、
素
晴
ら
し
い
女
性
、
あ
な
た
は
ど
こ
に
い
る
の
で
す
か
？
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が

あ
な
た
に
は
小
さ
す
ぎ
る
の
は
分
か
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
実
際
ア
メ
リ
カ
も
そ
う
で
す
（
15
）

。

リ
ー
ニ
ュ
公
ら
し
い
明
る
く
軽
い
調
子
だ
が
、
し
か
し
、
彼
女
に
し
て
み
れ
ば
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
執
拗
な
追
及
が
終
わ
ら
な
く
て
定
住
先
が

決
ま
ら
ず
、
新
大
陸
移
住
さ
え
真
剣
に
考
え
て
い
た
の
は
事
実
の
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
二
年
後
も
状
況
は
同
じ
で
、
自
分
が
彼
女
を
忘
れ
る
よ
う
な
人
間
だ
と
考
え
る
な
ら
、
《
あ
な
た
は
人
で
な
し
》
だ
と
そ
の
手
紙

に
書
き
、
そ
し
て
、

他
の
人
た
ち
が
あ
な
た
を
忘
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
が
、
そ
う
は
い
か
な
い
よ
う
で
す
。

五
〇
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さ
す
が
の
リ
ー
ニ
ュ
公
も
、
彼
女
に
対
す
る
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
迫
害
が
終
わ
ら
な
い
、
事
態
の
深
刻
さ
を
認
識
し
な
い
訳
に
は
い
か
な
か
っ

た
の
で
あ
る
（
16
）

。

ス
タ
ー
ル
夫
人
と
の
文
通
が
続
い
て
い
た
一
八
〇
九
年
か
ら
一
〇
年
、
そ
れ
と
並
行
し
て
、
皇
帝
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
皇

女
マ
リ
＝
ル
イ
ー
ズ
と
の
再
婚
の
話
題
が
『
回
想
録
』
に
見
ら
れ
る
。
彼
は
そ
れ
に
賛
成
す
る
。
こ
の
話
題
を
旧
友
ナ
ル
ボ
ン
ヌ
へ
の
手

紙
に
書
い
た
が
、
そ
れ
を
一
週
間
前
ナ
ル
ボ
ン
ヌ
が
フ
ー
シ
ェ
に
転
送
し
た
の
で
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
も
読
ん
だ
か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
の

で
あ
る
。

そ
う
な
っ
た
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
何
と
い
う
変
化
が
お
き
る
だ
ろ
う
！
人
類
に
と
っ
て
何
と
い
う
幸
せ
だ
ろ
う
！
そ
し
て
こ
れ
ま
で
何

も
建
設
せ
ず
、
す
べ
て
を
破
壊
し
て
き
た
こ
の
男
が
、
真
の
カ
エ
サ
ル
た
ち
と
そ
の
最
後
の
末
裔
を
通
し
て
縁
戚
関
係
に
な
る
な
ら
、

そ
の
時
そ
の
建
物
は
安
定
す
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
そ
れ
は
砂
の
上
に
建
っ
て
い
た
の
で
あ
る
（
17
）

。

こ
の
結
婚
が
近
づ
い
た
一
八
一
〇
年
二
月
に
も
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
話
を
同
じ
言
い
方
で
書
き
、
さ
ら
に
こ
の
結
婚
を
認
め
た
父
親
の
オ
ー

ス
ト
リ
ア
皇
帝
の
栄
光
を
た
た
え
る
。
な
ぜ
な
ら
《
国
の
幸
せ
、
帝
室
の
存
続
、
財
政
の
立
て
直
し
、
そ
し
て
永
遠
の
平
和
の
た
め
、
そ

の
当
然
な
恨
み
を
乗
り
越
え
る
の
は
、
も
っ
と
も
大
き
な
勝
利
だ
か
ら
で
あ
る
。》

し
か
し
一
方
で
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
を
評
価
す
る
こ
と
も
忘
れ
な
い
。
講
和
条
約
締
結
前
、
シ
ェ
ー
ン
ブ
ル
ン
宮
殿
で
オ
ー
ス
ト
リ
ア
帝
室

の
終
焉
を
主
張
す
る
四
人
の
元
帥
た
ち
を
前
に
、
少
し
考
え
た
後
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
《
い
い
や
、
私
は
こ
の
帝
国
が
続
く
こ
と
を
望
む
。
そ

れ
に
は
理
由
が
あ
る
》
、
と
言
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
（
18
）

。

五
〇
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ジ
ョ
ゼ
フ
ィ
ー
ヌ
と
離
婚
し
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
、
こ
う
し
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
皇
女
マ
リ
＝
ル
イ
ー
ズ
と
一
八
一
〇
年
四
月
に
結
婚
し
、

一
年
後
に
は
世
継
ぎ
の
男
子
、
後
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
二
世
を
授
か
る
。
こ
の
こ
と
で
リ
ー
ニ
ュ
公
は
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
を
讃
え
る
（
19
）

。

も
ち
ろ
ん
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
行
動
に
全
面
的
に
賛
同
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
不
幸
に
し
た
者
の
不
幸
で
な
く
、
彼
の
幸

せ
こ
そ
嘆
か
わ
し
い
。
あ
れ
ほ
ど
の
フ
ァ
ン
テ
ジ
ー
を
自
ら
に
与
え
る
こ
と
は
そ
の
栄
光
を
減
じ
る
、
《
な
ぜ
オ
ラ
ン
ダ
を
併
合
し
、
ス

ペ
イ
ン
を
苦
し
め
る
の
か
？
（
20
）

》
こ
れ
は
一
八
一
〇
年
七
月
九
日
、
四
年
近
く
オ
ラ
ン
ダ
王
だ
っ
た
が
王
位
を
解
か
れ
た
後
、
ひ
と
り

オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
や
っ
て
来
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
弟
ル
イ
に
会
っ
た
時
、
リ
ー
ニ
ュ
公
が
感
じ
た
疑
問
で
あ
る
。

前
述
し
た
フ
ィ
ヒ
テ
は
、
一
八
一
三
年
、『
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
肖
像
』
と
題
し
た
講
義
の
冒
頭
で
「
フ
ラ
ン
ス
人
の
皇
帝
」
に
異
議
申
し

立
て
を
し
、
《
彼
は
フ
ラ
ン
ス
人
で
は
な
い
、》
と
言
い
切
り
、
も
し
そ
う
な
ら
、
《
社
交
的
な
考
え
、
他
者
の
意
見
の
尊
重
》
が
現
わ

れ
て
い
た
は
ず
だ
と
言
っ
た
（
21
）

。

か
つ
て
の
リ
ー
ニ
ュ
公
も
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
つ
い
て
、
《
ロ
ー
マ
人
な
ら
そ
の
中
か
ら
奴
隷
さ
え
選
ば
な
か
っ
た
コ
ル
シ
カ
人
》
、

《﹇
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
の
﹈
私
以
上
に
外
国
人
》
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
フ
ラ
ン
ス
の
指
導
者
と
称
し
て
い
る
と
評
し
た
が
、
今
や
そ
れ
は
過

去
の
話
と
な
る
。

一
八
一
〇
年
七
月
、
彼
は
こ
う
記
す
。

す
べ
て
に
お
い
て
何
と
並
は
ず
れ
た
男
！
彼
の
し
て
い
る
偉
大
な
こ
と
、
時
に
良
い
こ
と
の
た
め
、
多
く
の
こ
と
で
彼
を
許
さ
ね
ば

な
ら
な
い
（
22
）

。

五
〇
二
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）

さ
ら
に
ロ
シ
ア
と
の
決
戦
が
予
想
さ
れ
、
そ
れ
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
参
加
も
予
想
さ
れ
た
一
八
一
一
年
五
月
に
は
、
こ
う
書
い
て
い
る
の

で
あ
る
。

こ
の
男
を
愛
す
る
義
務
は
な
い
。
し
か
し
、
パ
リ
、
ロ
ー
マ
、
ト
リ
ノ
、
ザ
ク
セ
ン
、
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
を
同
時
に
美
し
く
し
、
物
理

的
に
も
精
神
的
に
も
世
界
君
主
国
を
所
有
す
る
勝
利
者
を
ど
う
し
て
愛
さ
な
い
で
い
ら
れ
よ
う
か
（
23
）

？

注（
1
） P

rince C
harles-Joseph de L

igne, op.cit., H
.C
ham
pion, 2000, p.300.

（
2
） 

前
年
の
一
八
〇
六
年
七
月
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
を
解
体
し
、
自
ら
が
「

盟
プ
ロ
テ
ク
ト
ゥ
ー
ル

主

」
と
な
っ
て
ラ
イ
ン
同
盟
を
創
設
し
た
。

「
ザ
ク
セ
ン
王
」
も
そ
の
占
領
地
統
治
策
に
従
っ
て
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。

（
3
） 

ド
イ
ツ
国
境
に
近
い
、
現
チ
ェ
コ
共
和
国
の
温
泉
保
養
地
。
娘
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ヌ
が
嫁
い
だ
ク
ラ
リ
ー
公
の
居
城
が
あ
っ
た
。

（
4
） P

h.M
ansel, op.cit., p.224.

参
照
。

（
5
） 

以
下
は
、P

rince C
harles-Joseph de L

igne, op.cit., H
.C
ham
pion, pp.300-302.

（
6
） P

rince de L
igne, M

ém
oires, lettres et pen

sées, F
.B
ourin, 1990, pp.670-671.

（
7
） P

h.M
ansel, op.cit., p.229.

に
引
用
。

（
8
） 

こ
の
日
付
に
つ
い
て
はP

rince de L
igne, L

ettres et pen
sées d

u
 P

rin
ce d

e L
ign

e, T
allandier, 1989, p.64.

注
76
参
照
。

（
9
） 

二
人
は
一
八
一
一
年
、
結
婚
す
る
こ
と
に
な
る
。

（
10
） P

rince de L
igne, op.cit., T

allandier, p.44.

一
八
一
〇
年
前
後
か
ら
、
ウ
ィ
ー
ン
で
も
ド
イ
ツ
語
の
使
用
が
サ
ロ
ン
で
も
普
通
で
、
フ
ラ

ン
ス
語
の
そ
れ
は
い
わ
ば
特
別
な
も
の
に
な
っ
た
と
い
う
。

五
〇
三
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（
11
） M

arthe O
ulié, L

e P
rin

ce d
e L

ign
e, H
achette, 1926, p.145.

に
引
用
。

（
12
） P

rince de L
igne, op.cit., T

allandier, p.46.

に
引
用
。

（
13
） M

ansel, op.cit. p.234.

参
照

（
14
） P

rince de L
igne, op.cit., F

.B
ourin, p.621.

（
15
） 

Ibid., p.617.

（
16
） 

Ibid., p.619.

（
17
） P

rince C
harles-Joseph de L

igne, op.cit., H
.C
ham
pion, p.346.

（
18
） 

Ibid., p.353.

（
19
） 

Ibid., p.359.

（
20
） 

Ibid., p.361.

（
21
） J.B

arni, L
es M

artyrs d
e la libre pen

sée, G
enève, 1862, pp.298-304.

（
フ
ィ
ヒ
テ
の
講
義
『
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
肖
像
』
仏
訳
を
収
録
。）

（
22
） 

O
p.cit., p.364.

（
23
） 

Ibid., p.391.

4
．

一
八
一
二
年
六
月
二
二
日
、
ロ
シ
ア
に
対
し
て
宣
戦
布
告
が
な
さ
れ
、
た
だ
ち
に
ニ
エ
メ
ン
河
（
1
）

と
い
う
「
ル
ビ
コ
ン
」
が
渡
ら
れ
、
第

二
次
仏
露
戦
争
が
始
ま
っ
た
。
九
月
一
四
日
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
軍
は
モ
ス
ク
ワ
に
入
る
が
、
敵
の
市
街
地
焼
滅
作
戦
な
ど
で
そ
の
一
ヵ
月
後

に
は
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
上
、
長
い
退
却
路
は
コ
サ
ッ
ク
兵
の
襲
撃
、
特
に
厳
し
い
「
冬
将
軍
」
の
襲
来
に
よ
っ
て
妨
害
さ
れ
、
苦

五
〇
四
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）

し
め
ら
れ
た
こ
と
は
良
く
知
ら
れ
て
い
る
。

以
下
は
そ
の
後
書
か
れ
た
思
わ
れ
る
、
リ
ー
ニ
ュ
公
か
ら
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
宛
て
た
手
紙
で
あ
る
（
2
）

。

陛
下
、

皇
帝
閣
下
の
栄
光
を
さ
ら
に
増
す
た
め
、
様
々
な
不
運
こ
そ
欠
け
て
い
た
も
の
で
し
た
。
こ
う
し
た
不
運
な
る
も
の
は
、
陛
下
の

ご
と
く
偉
大
な
る
指
導
者
に
は
想
定
お
よ
ば
ぬ
も
の
で
あ
り
、
陛
下
の
勝
ち
誇
れ
し
軍
の
計
画
を
阻
止
せ
ん
と
、
古
き
ツ
ァ
ー
の
宮

殿
を
焼
き
払
い
、
二
〇
万
の
住
民
を
獣
の
ご
と
く
森
に
放
ち
、
そ
の
広
大
な
る
帝
国
を
永
久
に
破
壊
す
る
、
か
く
な
る
敵
の
野
蛮
さ

は
お
考
え
に
も
及
ば
ぬ
も
の
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ル
イ
一
四
世
に
よ
る
フ
ラ
ン
シ
ュ
＝
コ
ン
テ
の
征
服
（
3
）

に
よ
っ
て
、
陛
下
、
都
か
ら
六
〇
里

リ
ュ
ー

の
（
4
）

所
で
祝
賀
に
至
り
ま
し
た
。
陛
下

は
、
都
か
ら
八
〇
〇
里
リ
ュ
ー

の
ク
レ
ム
リ
ン
の
壁
に
そ
の
旗
を
掲
げ
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
、
陛
下
に
と
り
名
誉
あ
る
、
か
つ
ア
レ
ク
サ
ン

ド
ル
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
和
平
の
条
件
を
出
さ
れ
ま
し
た
。
勝
利
の
女
神
の
手
に
よ
り
、
か
く
も
遥
か
に
導
か
れ
て
い
ら
し
た
陛
下

は
、
度
量
大
き
く
人
間
ら
し
い
心
の
幻
想
に
だ
ま
さ
れ
、
大
自
然
の
力
に
か
な
わ
ず
、
そ
の
計
画
を
止
め
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

陛
下
に
は
、
敵
の
勝
利
を
抑
え
る
こ
と
し
か
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
必
要
な
撤
退
の
行
軍
を
妨
げ
る
す
べ
て
の
部
隊
を
追
い
払
い
、

ニ
エ
メ
ン
の
岸
ま
で
後
退
し
な
が
ら
戦
い
、
極
め
て
厳
し
い
季
節
の
中
、
通
行
不
能
な
道
路
、
沼
沢
で
命
を
落
と
し
、
大
砲
を
放
棄

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
者
た
ち
を
嘆
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

陛
下
の
軍
事
の
才
が
過
ち
を
犯
す
な
ど
、
あ
り
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
健
全
な
考
え
方
に
基
づ
く
計
算
、
そ
う
い

五
〇
五
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う
考
え
方
か
ら
、
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
国
に
想
定
さ
れ
た
人
間
性
が
仇
と
な
り
、
し
ば
ら
く
陛
下
の
成
功
の
流
れ
は
中
断
し
た
の
で
あ

り
、
そ
の
再
開
は
、
陛
下
、
春
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
。
陛
下
の
帝
国
が
ロ
シ
ア
の
帝
国
を
倒
し
尽
く
す
に
多
大
な
努
力
が
必
要
だ
と

言
う
つ
も
り
な
ど
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
熱
情
の
命
ず
る
と
こ
ろ
、
そ
の
必
要
な
ど
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
勇
猛
果
敢
に
し
て
忠
実
な
る
陛
下

の
人
民
の
声
を
伝
え
る
者
と
し
て
、
私
ど
も
は
、
そ
の
栄
光
の
た
め
陛
下
が
な
さ
っ
て
来
ら
れ
た
す
べ
て
に
人
民
の
名
に
お
い
て
こ

れ
に
感
謝
し
、
そ
の
栄
光
を
い
や
増
す
た
め
こ
れ
か
ら
な
さ
る
こ
と
を
予
期
し
て
、
こ
れ
を
嬉
し
く
思
う
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ

れ
は
遂
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
に
平
和
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
り
、
陛
下
が
企
図
さ
れ
た
か
く
も
輝
か
し
き
四
た
び
の
戦
い
く
さ

の
、
た
だ

ひ
と
つ
の
目
的
で
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
戦
い
く
さ

は
天
才
に
よ
っ
て
指
導
さ
れ
、
力
に
よ
っ
て
実
行
さ
れ
、
勝
利
に
よ
っ
て
世
界
の
果

て
ま
で
飾
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
こ
で
使
わ
れ
て
い
る
「
私
ど
も
（=nous
）」
は
、
具
体
的
に
誰
か
を
指
す
と
い
う
よ
り
、「
陛
下
」
に
宛
て
た
手
紙
の
中
で
、
そ
の

意
見
が
他
者
と
共
有
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
示
す
謙
譲
の
語
（pluliel de m

odestie

）
だ
と
思
わ
れ
る
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
明
確
で
あ
ろ
う
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
軍
事
行
動
と
そ
の
置
か
れ
た
状
況
が
分
析
、
叙
述
さ
れ
、
そ
れ
は
「
侵
略
」
で
な
く

「
平
和
」
の
た
め
で
あ
り
、「
野
蛮
」
に
対
す
る
「
人
間
性
」
と
文
明
の
観
点
が
強
調
さ
れ
、
不
可
抗
力
な
要
素
で
あ
る
気
候
に
も
ふ
れ
る

の
で
あ
る
。

ナ
ポ
レ
オ
ン
の
ロ
シ
ア
遠
征
の
容
認
・
支
持
の
背
景
に
は
、
も
ち
ろ
ん
、
皇
女
マ
リ
＝
ル
イ
ー
ズ
が
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
妃
に
な
っ
て
以

来
の
政
治
状
況
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
今
や
フ
ラ
ン
ス
の
同
盟
国
で
あ
り
、
ロ
シ
ア
遠
征
に
参
加
し
た
ド
イ
ツ
諸
国
な
ど
か
ら
な
る
「
多
国

籍
軍
」
の
中
で
、
特
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
有
力
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

五
〇
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注（
1
） 

第
一
次
仏
露
戦
争
後
の
テ
ィ
ル
ジ
ッ
ト
の
和
約
（
一
八
〇
七
）
で
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
大
公
国
（
そ
の
和
約
で
成
立
し
た
フ
ラ
ン
ス
衛
星
国
）
と
ロ

シ
ア
の
国
境
（
現
リ
ト
ア
ニ
ア
・
ロ
シ
ア
国
境
）
を
流
れ
る
河
。

（
2
） 

A
n

n
ales d

u
 P

rin
ce d

e L
ign

e, t.V
II 

（n
o25

）, 1926.

よ
り
抜
粋
。（P

rince de L
igne, op.cit., F

.B
ourin, 1989, pp.675-6.

）

（
3
） 

ド
ー
ル
市
は
、
一
六
三
六
年
の
コ
ン
デ
公
の
攻
撃
の
後
、
一
六
七
四
年
の
ル
イ
一
四
世
の
攻
撃
に
遂
に
降
伏
し
、
そ
の
四
年
後
に
は
、
こ
の
町

の
属
す
る
フ
ラ
ン
シ
ュ
＝
コ
ン
テ
（
現
地
域
圏
名
）
が
フ
ラ
ン
ス
に
併
合
さ
れ
た
。

（
4
） 

一
里

リ
ュ
ー

は
約
四
㎞
。

お
わ
り
に

一
八
〇
三
年
か
ら
一
八
一
二
年
の
晩
年
の
約
一
〇
年
、
リ
ー
ニ
ュ
公
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
強
い
関
心
を
示
し
、
結
局
、
直
接
話
す
こ
と
は

な
か
っ
た
が
、
そ
の
会
見
に
居
合
わ
せ
た
人
か
ら
そ
の
発
言
を
聞
き
取
っ
た
り
、
近
く
か
ら
一
挙
手
一
投
足
を
観
察
し
て
記
録
し
た
り
し
た
。

ま
ず
フ
ラ
ン
ス
に
よ
る
ベ
ロ
イ
ユ
城
他
の
土
地
財
産
の
接
収
と
リ
ー
ニ
ュ
公
個
人
の
「
亡
命
」
に
端
を
発
す
る
、
当
然
な
個
人
的
恨
み

の
感
情
が
あ
り
、
つ
い
で
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
軍
と
の
戦
い
で
戦
死
さ
せ
ら
れ
た
最
愛
の
長
男
シ
ャ
ル
ル
の
思
い
出
の
一
方
で
、
ナ
ポ
レ
オ

ン
軍
将
校
と
し
て
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
入
る
次
男
ル
イ
の
行
動
に
「
憤
激
」
し
つ
つ
、
ベ
ロ
イ
ユ
城
保
全
を
考
え
て
そ
れ
を
容
認
せ
ざ
る
を

得
な
い
苦
し
い
状
況
が
あ
っ
た
。

ウ
ィ
ー
ン
の
社
交
界
の
人
々
と
同
じ
く
「
コ
ル
シ
カ
の
鬼
オ
ー
グ
ル

」
に
厳
し
い
目
を
向
け
る
だ
け
で
な
く
、
小
貴
族
出
の
「
自
分
以
上
に
外

国
人
」
の
男
が
フ
ラ
ン
ス
の
皇
帝
に
ま
で
昇
り
つ
め
た
こ
と
に
、
古
い
大
貴
族
の
出
で
、
老
い
て
な
お
軍
人
と
し
て
の
誇
り
を
持
つ
プ
リ

五
〇
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ン
ス
が
、
エ
ス
プ
リ
を
駆
使
し
た
表
現
で
は
解
消
し
き
れ
な
い
個
人
的
な
利
害
も
絡
ん
で
、
軽
蔑
や
嫉
妬
も
含
め
た
複
雑
な
感
情
が
、
そ

の
言
葉
の
端
々
に
垣
間
見
え
て
も
、
な
ん
ら
不
思
議
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
感
情
は
、
側
近
タ
レ
ー
ラ
ン
と
の
や
り
取
り
を
通
し
て
ナ
ポ
レ
オ
ン
と
い
う
人
物
の
理
解
を
深
め
、
な
に
よ
り
ナ

ポ
レ
オ
ン
の
矢
継
ぎ
早
な
連
戦
連
勝
が
止
ま
ら
な
い
の
を
目
撃
す
る
に
つ
れ
、
消
え
る
こ
と
は
な
く
て
も
次
第
に
薄
れ
て
い
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
軍
人
と
し
て
そ
れ
ま
で
も
っ
と
も
評
価
し
て
い
た
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
大
王
以
上
に
、
晩
年
の
軍
人
リ
ー
ニ
ュ
公
が
、
軍
事
的
才
能
を

持
つ
戦
術
家
・
戦
略
家
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
、
戦
場
の
状
況
に
即
応
し
た
駆
け
引
き
や
戦
術
転
換
の
す
ば
や
さ
、
書
物
を
通
し
て
あ
る

い
は
実
戦
を
通
し
て
学
ん
だ
と
思
わ
れ
る
電
撃
作
戦
や
迂
回
作
戦
な
ど
作
戦
の
豊
富
さ
が
想
像
以
上
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ナ
ポ
レ
オ
ン
の
専
制
的
、
権
威
主
義
的
な
不
遜
な
態
度
や
、
効
率
一
辺
倒
の
実
利
主
義
が
、
古
き
良
き
伝
統
の
フ
ラ
ン
ス
の
教
養
と
そ

の
リ
ベ
ラ
リ
ス
ム
を
受
け
継
ぐ
リ
ー
ニ
ュ
公
に
不
快
で
な
い
は
ず
は
な
く
、
そ
の
こ
と
も
あ
り
、
自
分
の
著
作
を
ま
と
め
て
出
版
し
、
作

家
に
押
し
上
げ
て
く
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
彼
は
ス
タ
ー
ル
夫
人
に
接
近
し
た
。
そ
の
反
専
制
的
、
自
由
主
義
的
思
想
へ
の
共
鳴
は
明
ら

か
で
あ
る
。

大
き
な
一
つ
の
転
機
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
皇
女
マ
リ
＝
ル
イ
ー
ズ
と
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
結
婚
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
リ
ー

ニ
ュ
公
は
、
上
述
し
た
よ
う
な
こ
れ
ま
で
の
様
々
な
経
緯
を
越
え
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
と
そ
の
帝
国
を
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
帝
国
の
友
好
・
協
調

路
線
と
の
関
連
で
意
識
し
、
支
持
す
る
点
か
ら
も
評
価
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
モ
ス
ク
ワ
か
ら
撤
退
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た

ナ
ポ
レ
オ
ン
に
宛
て
た
リ
ー
ニ
ュ
公
の
手
紙
は
、
そ
う
し
た
彼
の
個
人
的
な
感
情
を
越
え
た
意
識
と
状
況
を
如
実
に
反
映
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。

し
か
し
、
そ
う
い
う
政
治
的
な
意
識
や
状
況
が
存
在
し
た
の
が
事
実
で
あ
る
と
し
て
も
、
カ
リ
ス
マ
性
を
持
っ
て
自
ら
を
皇
帝
に
し
た

五
〇
八



リ
ー
ニ
ュ
公
と
ナ
ポ
レ
オ
ン
（
玉
井
）

（
一
〇
二
五
）

不
世
出
の
人
物
に
対
す
る
リ
ー
ニ
ュ
公
の
敬
意
が
、
そ
の
軍
人
と
し
て
の
経
歴
か
ら
出
発
し
た
敬
意
で
あ
る
事
は
否
定
で
き
な
い
。
そ
の

意
味
で
今
後
、
す
で
に
本
論
で
触
れ
た
よ
う
に
（
1
）

、
特
に
リ
ー
ニ
ュ
公
の
研
究
を
進
め
る
上
で
、
そ
の
著
『
わ
が
七
年
戦
争
従
軍
記
（M

on
 

Jou
rn

al d
e la gu

erre d
e S

ept A
n

s

）』﹇
一
七
九
五
年
刊
行
開
始
の
全
集
、『
軍
事
的
、
文
学
的
、
心
情
的
雑
纂
（L

es m
élan

ges 

m
ilitaires, littéraires et sen

tim
en

taires

）
に
所
収
﹈
や
、『
軍
事
に
関
す
る
偏
見
と
幻
想
（P

réju
gés et F

an
taisies m

ilitaires

）』

（
一
七
七
四
刊
行
）
を
中
心
に
、
軍
人
リ
ー
ニ
ュ
公
の
経
歴
と
思
想
を
考
察
す
る
こ
と
を
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注（
1
） 

本
稿
四
ペ
ー
ジ
参
照
。

五
〇
九




